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荒川豊蔵資料館では、人間国宝荒川豊蔵の生誕120 年を
記念し、豊蔵の原点となる「志野」に焦点を当てた企画展を
開催します。

志野茶碗　銘「耶
や

登
ど

能
の

烏
う

梅
め

」  昭和45 年  荒川豊蔵作



『豊蔵志野』
志野茶碗　銘「随縁」　昭和 36 年　荒川豊蔵作
展示期間　7月 4日（金）～ 8月 31 日（日）

　

今
年
、
人
間
国
宝
荒
川
豊
蔵
は
生
誕
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
荒
川
豊
蔵
資
料
館
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、「
豊
蔵
志
野　

挑
戦
か
ら

創
造
へ
」
と
題
し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

豊
蔵
の
原
点
と
な
る
「
志
野
」
に
焦
点
を
当
て

た
展
示
で
す
。

　

源
流

　

豊
蔵
は
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
に
多
治

見
市
で
誕
生
し
ま
し
た
。
多
治
見
市
は
古
く
か

ら
窯
業
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
蔵
の
生
家
も
農
業
の
傍
ら
、
陶
石
の
粉
砕
を

副
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
窯
業
に
携
わ
る
親
戚

も
多
く
、
や
き
も
の
と
は
密
接
な
環
境
で
生
ま

れ
育
ち
ま
す
。

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
４
月
11
日
、豊
蔵
は
、

「
日
本
の
陶
磁
史
を
覆
す
大
発
見
」
と
い
わ
れ

る
古
志
野
の
筍
絵
陶
片
を
発
見
し
ま
す
。
そ
の

２
日
前
、
北
大
路
魯
山
人
と
名
古
屋
で
古
志
野

の
焼
か
れ
た
場
所
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た

時
、
こ
の
古
志
野
は
瀬
戸
以
外
で
焼
か
れ
た
も

の
だ
と
感
じ
た
の
で
し
た
。
魯
山
人
と
意
見
が

合
わ
ず
、
寝
付
け
な
い
で
考
え
て
い
る
と
、
昔

叔
父
に
案
内
さ
れ
た
美
濃
の
古
窯
跡
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
久
々
利
大
萱
へ
赴

き
、
陶
片
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
豊
蔵

の
ル
ー
ツ
こ
そ
が
、
志
野
陶
片
の
発
見
を
導
い

た
と
い
え
る
出
来
事
で
し
た
。

　

そ
し
て
豊
蔵
は
、古
志
野
と
の
劇
的
な
出
会

い
に
導
か
れ
、そ
の
再
現
に
挑
み
、生
涯
の
仕
事

と
す
る
た
め
陶
芸
の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
す
。

「
志
野
」
と
は

　
長
石
と
い
う
鉱
物
を
主
体
と
す
る
ほ
ぼ

透
明
な
釉ゆ
う
や
く薬

（
長
石
釉
）
を
施
し
、
白

い
土
の
地
色
を
浮
き
立
た
せ
た
、
日
本
で

最
初
の
白
い
施せ

釉ゆ
う

陶
器
で
す
。
釉
の
下
に

鉄
絵
の
具
を
筆
で
描
く
の
も
、
日
本
で
初

め
て
の
技
法
で
す
。
安
土
桃
山
時
代
、
日

本
に
入
っ
て
き
た
中
国
の
染
付
磁
器
を
ま

ね
た
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。「
志
野
」

の
名
前
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
判
然
と
し

ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
一
般
化

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
白
い
肌
に
入
っ
た
貫
か
ん
に
ゅ
う入（

細
か
い
ひ
び
）

と
、
胎
土
に
含
ま
れ
た
鉄
分
が
釉
薬
の
薄

い
部
分
か
ら
赤
く
発
色
す
る
火ひ
い
ろ色

、
大
ら

か
で
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
文
様
な

ど
が
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
点
物
と

し
て
の
茶
道
具
か
ら
懐
石
食
器
ま
で
、
幅

広
い
器
種
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
制
作
技
法

だ
け
で
な
く
、
作
ら
れ
た
器
の
形
や
文
様

が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
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『古志野』
志野山景色四方向付　安土桃山時代
可児郷土歴史館にて展示

　
「
志
野
」再
現
へ
の
挑
戦

　
「
志
野
」
は
、
約
４
０
０
年
前
の
16
世
紀
末

頃
の
安
土
桃
山
時
代
に
東
美
濃
地
方
で
生
ま
れ

た
や
き
も
の
で
す
。
信
長
や
秀
吉
が
茶
の
湯
を

政
治
に
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
陶
器
が
政
治

に
色
濃
く
影
響
を
与
え
た
時
期
で
し
た
。
茶
の

湯
の
流
行
と
と
も
に
、
千
利
休
や
古
田
織
部
と

い
っ
た
茶さ

頭ど
う

の
働
き
に
よ
り
、
桃
山
陶
な
ど
の

国
産
品
が
好
ま
れ
、
陶
器
の
色
や
形
は
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本

の
陶
磁
史
上
最
も
華
や
い
だ
時
期
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
茶
頭
の
交
代
や
流
行
の
変

化
に
よ
り
、
わ
ず
か
20
年
ほ
ど
で
「
志
野
」
は

そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
制
作
技
術
が
途
絶
え
て
い
た
「
志

野
」
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た
の
が
、
豊
蔵
で
す
。

豊
蔵
は
残
さ
れ
た
陶
片
や
古
陶
磁
器
を
収
集
し
、

制
作
の
手
本
と
し
、「
志
野
」
再
現
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
手
本
と
し
た
古
陶
磁
器

と
豊
蔵
作
品
と
を
対
比
さ
せ
、
豊
蔵
が
い
か
に

４
０
０
年
前
の
技
術
と
作
為
を
自
ら
の
技
量
に

取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
か
。「
志
野
」
再
現
に

挑
戦
す
る
豊
蔵
の
姿
勢
に
迫
り
ま
す
。

　
「
豊
蔵
志
野
」の
創
造

　

豊
蔵
は
、
便
利
さ
や
効
率
性
で
は
な
く
、
安

土
桃
山
時
代
の
古
志
野
の
制
作
工
程
を
追
及
す

る
こ
と
が
、「
志
野
」
再
現
へ
の
道
筋
で
あ
る

べ
き
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

陶
片
を
発
見
し
た
古
窯
の
傍
ら
に
、
居
宅
や
仕

事
場
を
構
え
、
自
然
に
寄
り
添
う
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
生
涯
貫
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
豊
蔵
志
野
」
と
称
さ
れ
る
独
自

の
造
形
美
と
色
彩
美
を
誇
る
作
品
を
創
造
し
ま

し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
豊
蔵
作
品
の
鑑
賞

ポ
イ
ン
ト
と
共
に
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

「
豊
蔵
志
野
」
を
、
あ
な
た
の
目
と
心
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
先
　
可
児
郷
土
歴
史
館

　

☎
�
０
２
１
１
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久々利大萱でロクロを引く豊蔵

会期　7月4日（金）～10月13日（祝）
※金・土・日曜日および祝日のみ開館

開館時間　午前10時から午後４時

会場　荒川豊蔵資料館

　　　久々利柿下入会352

　　　☎ �1461

荒川豊蔵生誕120周年記念

「豊蔵志野
 　挑戦から創造へ」
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山
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織田信長の居城と
美濃金山城
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安土城
清須城

小牧山城
岐阜城

美濃金山城

近江八幡市
清須市

信長の城の変遷

小牧市
岐阜市

1

2
3

本丸の建物礎石

出土した瓦二の丸西面石垣

　

織
豊
系
城
郭
と
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
が
活
躍
し
た
時
代
に
築
か
れ
た
城
の

う
ち
、「
建
物
礎
石
（
天
守
を
含
む
）、石
垣
、

瓦
」
の
３
点
が
揃って
い
る
城
郭
の
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
か
に
２
０
１
３
（
平
成
25
年
）

８
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

美
濃
金
山
城
跡
は
、
織
し
ょ
く
ほ
う
豊
系
城
郭
と
し
て
の
特
徴
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
25
年
10
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
清
須
城
、
小
牧
山
城
、
岐
阜
城
な
ど
、
信
長
ゆ
か
り
の
城
の

出
土
資
料
等
を
展
示
し
、
織
豊
系
城
郭
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
美
濃
金
山

城
跡
の
構
造
を
解
明
し
ま
す
。

「建物礎石、石垣、瓦」の
３点が揃っている
美濃金山城跡

美
濃
金
山
城
か
ら

　 
天
下
統
一
を
探
る

可
児
郷
土
歴
史
館
企
画
展



小
牧
山
城清

須
城

岐
阜
城

美
濃
金
山
城

  

信
長
の
城
づ
く
り
と
天
下
統
一

　

全
国
に
築
か
れ
た
城
は
３
万
と
も
４
万
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
戦
国
期
や
織

豊
期
と
よ
ば
れ
る
時
期
に
築
か
れ
た
城
で
す
。

そ
の
期
間
、
急
速
に
築
城
技
術
が
発
達
し
ま
す
。

戦
乱
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
武
器
の
充
実
に

伴
い
戦
い
方
が
変
化
し
、
城
郭
は
軍
事
施
設
と

し
て
強
化
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
“
仕
掛
け
”
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
城
郭
の
歴
史
の
な
か
で
大
き
な
“
転
換
”

を
も
た
ら
し
た
の
が
織
田
信
長
で
す
。
信
長
は

軍
事
性
だ
け
で
は
な
く
、「
見
せ
る
」こ
と
を
意
識

し
た
城
造
り
を
行
い
ま
す
。
高
石
垣
の
存
在
が

築
城
技
術
力
の
高
さ
を
誇
り
、
ま
た
金
箔
瓦
の

存
在
が
資
金
力
・
経
済
力
の
高
さ
を
物
語
り
ま

す
。
ま
た
、初
め
て
信
長
が
「
天
主（
守
）」
を
作
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、下
か
ら「
天
主（
守
）」

を
仰
が
せ
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、
各
地
の
城
の
発
掘
調
査
が
進
み
、
戦

国
時
代
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
の
歴
史
像
が
大

き
く
塗
り
替
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
信
長
の
城
（
清
須
・

小
牧
山
・
岐
阜
）
の
変
遷
と
美
濃
金
山
城
と
の

比
較
を
し
な
が
ら
、
信
長
の
登
場
で
戦
国
時
代

の
城
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
紹
介
し

ま
す
。

  

美
濃
金
山
城
の
つ
く
り
と
そ
の
役
割

　

戦
国
時
代
に
誕
生
し
た
美
濃
金
山
城
（
当
初

は
烏
峰
城
）
は
、
東
濃
地
方
の
中
心
的
山
城
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
発

掘
調
査
に
よ
り
、
建
物
礎
石
、
石
垣
、
瓦
と
い

う
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
織
豊
系
城
郭
の

特
徴
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
美
濃
金
山
城
の
歴
史
的
な
役
割
と
し

て
は
、
信
長
が
天
下
統
一
を
目
指
し
、
西
へ
西

へ
と
勢
力
を
拡
大
す
る
に
あ
た
り
、
東
の
守
り

を
固
め
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
武
田
氏
が
支
配
し
て
い
た
信
濃
（
現
在
の

長
野
県
）
へ
の
け
ん
制
、
攻
略
の
中
継
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
信
長
の
城
と
同
様
に
織
豊
系
城
郭
の
特

徴
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
山
道
と
木
曽
川
の
両
方
を
監
視
で

き
る
よ
う
な
場
所
に
あ
り
、
軍
事
的
な
側
面
だ

け
で
は
な
く
、
交
通
・
流
通
を
掌
握
す
る
経
済

的
に
も
重
要
な
城
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
は
、
兼
山
湊
み
な
と
や
木
曽
川
を
行
き
来
す
る

人
々
に
城
が
見
え
、
そ
の
力
を
見
せ
つ
け
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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来客をもてなした居館の復元 CG
（岐阜市教育委員会提供）

　信長が、天下統一の足がかり
とした城。山頂の城郭と山麓の
居館で構成され、巨石積みや客
をもてなした庭園付きの館が発
掘調査で確認されました。その
建物が金箔瓦を用いた瓦

かわらぶ

葺き建
物であったことも特筆すべき調
査成果です。

　信長が、美濃攻略の足がかり
とした城。計画的に城下町を形
成したり、主郭の周囲に巨石を
積むなど、岐阜城、安土城へ続
く信長の城づくりの原点の城と
いえます。近年の発掘調査では、
山麓から中腹までの直線的な大
手道の存在が確認されました。

　信長が、尾張の統一の拠点と
した城。尾張統一後、小牧へ移っ
た後も清須の町は繁栄を維持し
ていました。信長の次男信雄が
清須に入城し、城と城下町の整
備を行いました。城下町遺跡か
らは、全国各地で焼かれた陶器
が出土しました。

岐阜城

小牧山城

清須城

発掘された本丸下の石垣
（小牧市教育委員会提供）

出土した美濃で焼かれた陶器
（愛知県埋蔵文化財センター提供）

可児郷土歴史館
平成26年 7月17日（木）～10月13日（祝）

久々利 1644-1　☎ � 0211

休 館 日 月曜日および祝日の翌日
	 ※７月15日、16日は展示準備のた
め臨時休館します

開館時間 午前9時～午後4時30分
入 館 料 一般200円
            （団体150円 20人以上） 
            高校生以下は無料



子育てに役立つ情報の発信
民間事業者と協働によるウェブサイト、子育て情報
誌のリニューアル

問題の早期発見、切れ目のない支援
関係部署・機関が連携しながら子どもと子育て家族
を見守り、必要に応じて支援につなげる

身近な相談の場づくり
地域の子育て支援施設（児童センターなど）におけ
る活動の活性化、マイ保育園・マイ幼稚園の検討

母子手帳交付から始まる子育て支援
啓発パンフレットを作成して母子手帳と
一緒に配布

つなぐ
（公助）

☆子育て家庭と子育て支
援サービスをつなぐ

☆子どもの育ちと学びの
流れをつなぐ

マイナス10カ月

ライフステージ

胎児期（妊娠） 中学校～

※SSW:スクールソーシャルワーカー
※SC: スクールカウンセラー

出生～ 保育園・幼稚園など 小学校

就学前（0歳～５歳） 就学後（6歳～）

まなぶ
（自助）

☆子育ての大切さやノウ
ハウを学ぶ

かかわる
（共助）

☆地域のみんなで子ど
も・子育てに関わる

いじめの防止
いじめ防止プログラムの開発、いじめ防止専門委員会による相談・支援

ＳＳＷ、ＳＣなど専門職による支援
専門職と関係機関の連携により、一人ひとりの困り感を解消

コミュニケーション能力の向上
英語やワークショップを通したコミュニケーション能力の向上

可児の誇りづくり
郷土の歴史や文化を学ぶことができる教材の開発、体験学習の実施

ＮＰＯ、ボランティア活動の充実
Ｋマネー事業（支え愛地域づくり事業）による子育てボランティアの育成と活動支援、キッ
ズクラブを通した地域で見守る環境づくり、ＮＰＯと行政の連携強化

地域で取り組むいじめ防止
いじめ防止協力事業所の認定など地域ぐるみでいじめを防止

子ども会活動の充実
子どもが主体となり地域とのつながりを意識した活動の支援

子どもの居場所づくり
ＵＮＩＣや公民館講座など地域の人が関わる子どもの居場所づくり

小1プロブレムへの対応
スムーズに就学につなぐため
のカリキュラム作りと実践

外国人の就園・就学支援
プレスクールのあり方の検討

子育て講座の開催
妊娠した時から子育てや親業などを
学ぶための講座の開催

マイナス10カ月からの健康づくり（健診・運動・食育・地域参加） 生涯にわたって健康を目指す取り組み、Ｋルートを活用した健康づくり

地域の子ども・子育て応援運動の展開

子育て支援を総合的にサポートする拠点づくり
保育園、幼稚園の充実と連携 義務教育の充実と連携

地域全体でマイナス10カ月から子ども・子育てに関わる機運を高めていく取り組み

絵本の読み聞かせ
絵本による子どもの情緒育成を推奨

乳幼児学級・家庭教育学級の拡充
多くの親が参加できる講演会などの開催

未来の親づくり
学校における親になることを意識した授業や活動、赤ちゃんとの触れ合い体験、
子育てボランティアの体験
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　より多くの市民の皆さんが、子ども・子育てに積極的に関わっていく意識を持ち、子育て
のしやすい地域づくりを目指しましょう。また、こうした子育てを通して、“①自分自身を認
めてあげること　②相手の気持ちを思いやること　③地域で支え合うこと”の３つを大切に
でき、いつまでも健康でいられる成人に育てていきましょう。

成人へ



子育てに役立つ情報の発信
民間事業者と協働によるウェブサイト、子育て情報
誌のリニューアル

問題の早期発見、切れ目のない支援
関係部署・機関が連携しながら子どもと子育て家族
を見守り、必要に応じて支援につなげる

身近な相談の場づくり
地域の子育て支援施設（児童センターなど）におけ
る活動の活性化、マイ保育園・マイ幼稚園の検討

母子手帳交付から始まる子育て支援
啓発パンフレットを作成して母子手帳と
一緒に配布

つなぐ
（公助）

☆子育て家庭と子育て支
援サービスをつなぐ
☆子どもの育ちと学びの
流れをつなぐ

マイナス10カ月

ライフステージ

胎児期（妊娠） 中学校～

※SSW:スクールソーシャルワーカー
※SC: スクールカウンセラー

出生～ 保育園・幼稚園など 小学校

就学前（0歳～５歳） 就学後（6歳～）

まなぶ
（自助）

☆子育ての大切さやノウ
ハウを学ぶ

かかわる
（共助）

☆地域のみんなで子ど
も・子育てに関わる

いじめの防止
いじめ防止プログラムの開発、いじめ防止専門委員会による相談・支援

ＳＳＷ、ＳＣなど専門職による支援
専門職と関係機関の連携により、一人ひとりの困り感を解消

コミュニケーション能力の向上
英語やワークショップを通したコミュニケーション能力の向上

可児の誇りづくり
郷土の歴史や文化を学ぶことができる教材の開発、体験学習の実施

ＮＰＯ、ボランティア活動の充実
Ｋマネー事業（支え愛地域づくり事業）による子育てボランティアの育成と活動支援、キッ
ズクラブを通した地域で見守る環境づくり、ＮＰＯと行政の連携強化

地域で取り組むいじめ防止
いじめ防止協力事業所の認定など地域ぐるみでいじめを防止

子ども会活動の充実
子どもが主体となり地域とのつながりを意識した活動の支援

子どもの居場所づくり
ＵＮＩＣや公民館講座など地域の人が関わる子どもの居場所づくり

小1プロブレムへの対応
スムーズに就学につなぐため
のカリキュラム作りと実践

外国人の就園・就学支援
プレスクールのあり方の検討

子育て講座の開催
妊娠した時から子育てや親業などを
学ぶための講座の開催

マイナス10カ月からの健康づくり（健診・運動・食育・地域参加） 生涯にわたって健康を目指す取り組み、Ｋルートを活用した健康づくり

地域の子ども・子育て応援運動の展開

子育て支援を総合的にサポートする拠点づくり
保育園、幼稚園の充実と連携 義務教育の充実と連携

地域全体でマイナス10カ月から子ども・子育てに関わる機運を高めていく取り組み
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絵本による子どもの情緒育成を推奨
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市は、子育ては子どもが生まれてから始まるのではなく、お腹の中に宿ったとき（マイナス１０カ月）
からすでに始まっていることに重点を置き、そのときから子どもと子育て家庭が地域・社会とつながり、
子育ての大切さを学び、みんなで子育てに関わっていく取り組みを推進していきます ( 主な取り組みは下
図のとおり）。

子育てしやすい地域づくりを目指して

マイナス10カ月から  つなぐ  まなぶ  かかわる  子育て
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導入する機能と整備の方針について
　導入が望ましい機能と整備の方針は次のとおりです。

 

機　　　能 施設整備・配置の方針 施設イメージ（例）

子
育
て
支
援
機
能

健診機能

（妊娠期からのケア）
○保健センターが担う「健診機能」と子育てに関

わる部署などが担う「学び機能」「相談機能」「交
流機能」が互いに連携し、子ども・子育て政策
の中枢となる施設とする。

○健診・相談機能は、プライバシーの確保に配慮
する。

○交流機能は、外部空間の広場と一体的に利用で
きるようにする。

○健診・相談スペース
○講座やワークショップ

ができる学びのスペース
○食育を学ぶ調理実習室

学び機能

（子育て力のアップ）

相談機能

（切れ目のない支援）

交流機能

（孤立防止）

健康づくり機能

○健診機能との一体性に配慮し、運動や食育など
を通して幅広い世代が健康づくり、リフレッシュ
できる施設とする。

○軽運動などのスペースは、外部空間の広場や可
児川沿いの歩道と一体的に利用できるようにす
る。

○健康スタジオ
○フィットネスジム

地域情報発信機能

○インフォメーション、展示、物販などができる施
設とする。

○駅前の顔づくりや民間サービス施設との連携に
配慮し、駅前広場と面するようにする。

○地場産品のアンテナ
ショップ

○観光案内所

商業・サービス機能
○民間店舗の出店に対応できる施設とする。
○駅前広場や歩行者通路と面するようにする。

○目的性の高い専門店（食
育や地場農林業と連携
したレストラン ) など

○サービス施設

外
部
空
間

広場

○駅前広場と一体的に、多くの人が集まり、さまざまな市民が活動でき、可児の
顔にふさわしい心地よい交流の場となる空間を設ける。

○子育て支援・健康づくり機能などの共有スペースとして、多目的に利用できる
空間を設ける。

○可児川の景観を楽しみながらリフレッシュし、散策やランニングの起点となる
空間を設ける。

歩行者通路
駅、可児川の水辺を結び、心地よく安全に通り抜けることができ、かつ施設内
の各機能へつなぐ通路とする。

駐車場 100 ～150 台収容の駐車場を整備する。

問合先　子育て政策室

　今年度は、この機能配置方針に基づき、企画設計と基本設計を実施します。企画設計については、配置する機
能に関連する子育て世代やボランティア、各種団体、利用者として想定される皆さんなどからワークショップや
アンケートなどを通して意見を聞き、建築の基本コンセプトなどを作り上げていきます。その作業の終了後に、
基本設計を実施する予定です。

これからの予定



公共用地
約2,900㎡
公共用地
約2,900㎡ 約1,900㎡約1,900㎡

新可児駅新可児駅
可児川

駅前広場駅前広場
可
児
駅

可
児
駅
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導入機能の絞り込み
　可児駅前の公共用地につい
ては、平成 21 年に都市拠点施
設基本計画が策定され、望まし
い導入機能についての方向性
が示されました。こうした検討
結果の実現可能性を踏まえ、導
入すべき機能を絞り込むため
に、公共サービスの必要性、民
間サービスのあり方を検討し
ました。
　機能配置方針は、市のホーム
ページからダウンロードでき
ます。

民間サービスのあり方
　駅前のにぎわいづくりを求める声
は高まっていますが、中心市街地周
辺には、商業施設が多くあるため、
ここでの民間サービスのあり方は、
次のことが考えられます。

公共サービスの必要性
　これまで実施した市民意識調査において、満足度が平均より
低く、かつ重要度が高いと認識されている施策などで、重点的
に取り組むべき課題は次のとおりです。

＜想定される民間施設＞
・駅利用者を対象とした商業サービス
・目的性の高い専門店（親子カフェなど）
・教育、福祉、医療サービスなど

「マイナス１０カ月から つなぐ まなぶ かかわる 子育て」を推進していくには、各家庭、地域、行政が連携でき
るよう、子育て支援を総合的にサポートする拠点が必要となります。そこで、市は、子育て支援機能を中心に、
健康づくり機能、地域情報発信機能、商業・サービス機能などを駅前公共用地に導入し、市民の交流とにぎわい
を創出する考え方を、「可児駅前公共用地利活用に係る機能配置方針」（以下、「機能配置方針」）としてまとめま
した。

子育て支援を中核とした拠点づくり

　　可児駅前の公共用地に“子育て・健康・にぎわい”
　　をテーマとしたシンボル的な空間を創出

郊外立地型の
商業施設と

競合しないこと

公共施設の
基礎的集客力を
活用すること

「集いの場」として
市民をつなぐ

機能があること

子育て支援
若い世代の流入促進につな

がる「子育て世代の安心づく

り」が重要です。特に、子

育て支援を総合的にサポー

トする場づくりが求められて

います。

障がい者福祉
就労機会などの生活支援と相

談体制の充実が必要です。ま

た、社会全体で障がい者を支

えていくため、若い世代の担

い手の育成が求められていま

す。

高齢者福祉
在宅介護・医療体制の充実

を進めるとともに、「高齢者

の安気づくり」のために、生

きがい・健康づくりが求めら

れています。

まちのにぎわいづくり
多様な世代が集まり、世代

間交流によるコミュニティの

絆を育む機能が求められて

います。



臨 時 福 祉

給 付 金
子育て世帯
臨時特例給付金

所得の低い人の負担を緩和します。 子育て世帯の負担を緩和します。

〈イメージ〉 低所得世帯

子どもがみんな
高校生以上の世帯

高齢者世帯

対象者
中所得世帯

中学生以下の子がいる世帯
（子育て世帯）

対象者

消費税率の引き上げに際し、子育
て世帯への影響を緩和するとともに、
子育て世帯の消費の下支えをする
ため、臨時的な給付措置として実
施します。

消費税率の引き上げに際し、所得
の低い人への負担を緩和するため、
暫定的・臨時的な措置として実施
します。

専用電話を設置しました。　臨時福祉給付金 ☎ �１１２５
　　　　　　　　　　　　　　　子育て世帯臨時特例給付金 ☎ �１２２０

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

受け取ることができるのはどちらか１つの給付金じゃ！

 

共
通
事
項

申
請
期
間

　

８
月
１
日（
金
）～
11
月
４
日（
火
）

申
請
先

○
臨
時
福
祉
給
付
金
＝
福
祉
課

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
＝
こ
ど
も
課

※
平
成
26
年
１
月
１
日
に
住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
が
申
請
先
と
な
り
ま
す
。
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
転
入
前
の
市

区
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

①
郵
送
（
窓
口
受
付
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
郵
送
に
よ
る
申
請
が
便
利
で
す
）

②
窓
口
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
場
所　

市
役
所
１
階
会
議
室
「
給
付
金 

申
請
受
付
会
場
」

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

提
出
書
類

①
申
請
書
（
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
へ
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
）

※
申
請
書
が
届
い
て
も
、
支
給
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
、

公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ

れ
ま
す
（
市
か
ら
は
送
付
し
ま
せ
ん
）。

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の

写
し

③
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
（
通
帳
な
ど
）

の
写
し

④
外
国
籍
の
人
…
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
外
国

人
登
録
証
の
写
し
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今年４月からの消費税率の引き上げに際し、所得の低い人や子育て世帯の負
担を緩和するために「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」が
支給されます。支給対象となる人は、必ず期間内に申請してください。

お知らせします ２つの給付金



対 象 者 診 断 チ ャ ー ト ※チャートは一般的な場合を想定しています。

臨 時 福 祉

臨 時 福 祉

※基準日は平成26年1月1日です。

可児市では

申請できません。

平成26年1月1
日時点で、住民
票は可児市にあ
りましたか。

はい

いいえ

スタート

子育て世帯

申請できません。
※平成26年1月1
日に住民票の
あった市区町村
で申請してくだ
さい。

加算対象の
基礎年金・児童
扶養手当等を受
給していますか。

生活保護を
受けていま
すか。

の26年度
住民税は課
税されてい
ますか。

26年度の
住民税が課税
されている方
に生活の面倒
を見てもらっ
ていますか。

対象ではありません。

えいいえいいえいいえいい
臨時福祉給付金の支
給対象者となる可能
性があります。
（1万円）

上記表１を参照
してください。

はいはい はいはい

はい

対象ではありません。
※保護基準の改定で消費税※保護基準の改定で消費税
の負担に対応します。

26年1月分の児童手当等を受給していますか。
（中学生以下の児童がいますか。）

25年中の
所得は制限額以上ですか。

いいえ

いいえはい

子育て世帯臨時特例
給付金の支給対象者
となる可能性があり
ます。

上記表２を参照
してください。

臨時福祉給付金の支
給対象者となる可能

(加算を含１万５千円）
性があります。

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

受
給
資
格
の
有
無
を
、

チ
ャ
ー
ト
で
確
認
じ
ゃ
！
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成
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税
）
が

課
税
さ
れ
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い
な
い
人

※
次
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場
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外
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す
。

○
住
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税
が
課
税
さ
れ
て
い
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に
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る
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場
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族
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者
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付
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て
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中
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制
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限
度
額
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の
人

対
象
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象
者
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平
成
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年
１
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（
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成

26
年
１
月
１
日
生
ま
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成
26
年
２
月
分
）
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

※
次
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
る
場
合

○
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な
ど

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円（
１
回
き
り
）

問
合
先　

○
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
＝

福
祉
課　

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て
＝
こ
ど
も
課 
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区分 非課税限度額
（給与収入ベース）

単身 93 万円

夫婦 137.8 万円

夫婦子 1 人 168.3 万円

夫婦子 2 人 209.9 万円

扶養親族
等の数

所得制限
限度額

収入額の目安
（給与収入

ベース）

1 人 660 万円 875.6 万円

2 人 698 万円 917.8 万円

3 人 736 万円 960.0 万円

区分 非課税限度額
（年金収入ベース）

単
身

65 歳以上 148 万円

65 歳未満 98 万円

夫
婦

65 歳以上 192.8 万円

65 歳未満 147 万円

表１　住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）

表２　児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）
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① 詩吟を楽しもう！～漢詩、和歌を吟じよう～
　詩吟に興味のある人、これから詩吟をやってみようと思って
いる人が対象者の講座です。気楽に大きな声で楽しみましょう。
期　日　８月４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
　　　　【全４回】
時　間　午前９時30分～11時
場　所　春里公民館　　　講　師　平野勝人
対象者　成人男女　　　　定　員　15人
参加費　200円

⑧ 「火打石」を使って難を逃れた「ヤマトタケルﾉ尊」に関するトークショー
　「ヤマトタケルノ尊」と、この地方の関わりを解説します。
「火打石」を使った火起こし体験もできますよ！

期　日　８月18日（月）
時　間　午前10時～11時30分
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　岩田邦夫（ＦＭららパーソナリティ）
対象者　成人男女　　定　員　30人　　　参加費　無料

③ 男性の自立料理講座～料理上手になって家族を喜ばせよう～
　全３回の講座で和食、洋食、中華に挑戦します。ポイント
を押さえておいしい料理を作りましょう。
期　日　①８月６日（水）、②20日（水）、
　　　　③９月10日(水)　【全３回】
時　間　午前10時～午後１時
場　所　総合会館
講　師　松岡かおる
対象者　どなたでも
定　員　20人
参加費　各1,500円
持ち物　エプロン、手拭きのハンカチ
※１、２回のみ参加希望の場合は相談してください。

市民講師企画講座①～⑩　　問合先　生涯学習文化室

⑤ 吹矢入門～吹矢で呼吸の力を整えよう～
　呼吸の大切さを、吹き矢を通して感じてみませんか。

期　日　８月９日（土）、23日（土）【全２回】
時　間　午後1時～３時
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　かい　　　 対象者　成人男女（初心者）
定　員　13人　　　参加費  1,000円
持ち物　飲み物、タオル

② かんたんデコパージュ
　いろいろな素材を使って作品を作る、新しいペーパークラフト
です。今回は、ナプキンペーパーでミニトートバッグを作ります。
期　日　８月６日（水）、20日（水）
　　　　【全２回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　平野昌子
対象者　成人女性
定　員　12人
参加費　2,300円
持ち物　１日目　ハサミ、カッター、ボール紙（下敷き用）　

２日目　プラスチックめん棒、平筆、水入れ

⑦ ベリーダンス～心と体に効くダンス～
期　日　８月12日（火）、26日（火）、
　　　　９月９日(火)、30日（火）
　　　　【全４回】
時　間　午後１時～２時
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　ＰＡＰＡＴＹＡ（パパティア）
対象者　老若男女
定　員　20人
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物

④ かんたんおもしろ粘土
　おしゃれな手作り雑貨（ブローチ、かご、シンプルな写真
立てに飾る花）を作ってみませんか。

期　日　８月８日（金）、22日（金）、９月５日（金）【全３回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　中田幸子
対象者　成人女性
定　員　10人
参加費　3,000円
持ち物　ラップ、タオル

⑨ ハーモニカを吹こう～はじめてのハーモニカ～
　ハーモニカを基礎から学びます。簡単な演奏ができるよ
うになりますよ。

期　日　８月27日（水）、９月10日（水）、24日（水）【全３回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　西山忠宏
対象者　成人男女
定　員　20人
参加費   500円
持ち物　ハーモニカ、筆記用具
※ハーモニカを持っていない人は相談してください。

⑩ かんたん！楽ちん♪布ナプキン
　かわいくて心地いい布ナプキンで、布ナプライフを始め
てみませんか。あなたなりに楽しむコツをお伝えします☆

期　日　９月２日（火）、29日（月）　【全２回】
時　間　午前10時30分～11時30分
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　ひねもす、おんぶと布おむつ（団体名）
対象者　女性
定　員　10人　　　参加費　300円

⑥ 夏休み！パステル和（NAGOMI）アート教室
　老若男女問いません。優しい色合いの素敵な作品を一緒
に描いてみませんか。
期　日　８月10日（日）、17日（日）
　　　　【全２回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　尾関正裕
対象者　６歳以上
定　員　10人
参加費　2,500円（親子で参加の場合は２人で3,000円）
持ち物   筆記用具
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講 座 の 応 募 方 法

ＮＰＯ法人生涯学習かに

問合先
　NPO法人生涯学習かに
☎ 090（6590）4285

「生涯楽習相談」を開催

生涯学習作品展を開催！

生涯学習に関する情報や資料を提供し、相談に
応じます。まずは気軽にお立ち寄りください。

相談日

場所　文化創造センター・アーラ

時　間　午後１時～４時
対象者　どなたでも

体育連盟主催講座⑪～⑫　問合先　体育連盟事務局 ☎ ◯62 8600

⑪ 元気いっぱい！エアロビクス教室
　音楽に合わせ、思いっきり体を動かします。
運動不足を楽しく解消して、心身をリフレッシュしませんか。

期　間　9月４日～10月30日の毎週木曜日【全８回】
　　　　※10月16日を除く。
時　間　午前10時30分～11時30分
場　所　錬成館（谷迫間 Ｂ＆Ｇ海洋センター隣）
講　師　稲垣雅子　　
対象者　成人男女
定　員　40人　　
参加費　3,600円（保険料含む）
※託児あり。１人につき1,600円
　（８回分、要事前申込、返金不可）。
　申込時に名前、性別、年齢をお
　知らせください。

⑫ ナイター☆ソフトテニス教室
　初心者でも、基本的な打ち方からルールまで楽しく学べま
す。蒸し暑いこの季節、ナイターで涼しく運動しませんか。

期　日　８月２日～23日の毎週土曜日【全3回】
　　　　※８月16日を除く。
時　間　午後７時～９時
場　所　KYBテニスコート（坂戸）
講　師　市ソフトテニス連盟
対象者　小学４年生～成人男女　　　
定　員　24人
受講料　1,800円（保険料含む）
持ち物　テニスシューズ、
　　　　ラケット
※雨天時は中止。予備日あり。
※ラケット貸し出し希望者は、
　応募はがきに記入してください。

期　　間　９月19日（金）午後１時～21日（日）午後３時
場　　所　文化創造センター・アーラ
対 象 者　市内在住、在勤の個人または団体で、自
ら制作した作品を展示できる人

出展条件　○９月19日（金）の準備、21日（日）の片
づけに参加できること　○自己の責任において
展示ができること

展示スペース　パネル（210㎝×90㎝）５枚および

趣味や学習の成果として制作した作品（彫刻、書、陶芸、絵画など）
の出展者を募集します。

机（180㎝×45㎝）２脚を使用してできる範囲
　　※応募者多数の場合は展示スペースを減らすことがあります。

申込方法　住所、氏名、電話番号、作品の種類、展示
に必要なパネルと机の数を「生涯学習かに」へ
　644961で申し込む
出 展 費　無料
申込締切　７月31日（木）
問 合 先　ＮＰＯ法人生涯学習かにの菅原さん
　　　　　☎090（8739）2729

受講資格 市内在住または在勤（勤務先を明記）の人
申込方法 1講座につき一人1枚の往復はがきで応募
送 付 先 生涯学習文化室
申込締切 ７月19日（土）
　　　　　※当日消印有効。持参する場合は7月18日（金）午後５時15分までに生涯学習文化室に必着。
抽　　選 応募者多数の場合は、７月23日（水）午後１時に市役所４階生涯

学習文化室で公開抽選を行います。
結果通知 講座の案内や抽選結果は、返信用はがきでお知らせします。
そのほか 定員に満たない場合は講座を中止、または都合により日程な

どの一部を変更することがあります。講座の申込み状況は、随
時、市ホームページ内の「うるおいライフ」で見ることができ
ます。

講座の受講希望者は、下記の要領に従って往復は
がきでご応募ください。

問合先　生涯学習文化室

7月
8月
9月

５日（土）、20日（日）
２日（土）、17日（日）
６日（土）、21日（日）

がく

往復はがきで
　　  ご応募を！どん
 　ど

ん

市民講師の募集も行っています。 興味のある人は市ホームページをご覧いただくか、生涯学習文
化室まで問い合わせてください。
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① 詩吟を楽しもう！～漢詩、和歌を吟じよう～
　詩吟に興味のある人、これから詩吟をやってみようと思って
いる人が対象者の講座です。気楽に大きな声で楽しみましょう。
期　日　８月４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）
　　　　【全４回】
時　間　午前９時30分～11時
場　所　春里公民館　　　講　師　平野勝人
対象者　成人男女　　　　定　員　15人
参加費　200円

⑧ 「火打石」を使って難を逃れた「ヤマトタケルﾉ尊」に関するトークショー
　「ヤマトタケルノ尊」と、この地方の関わりを解説します。
「火打石」を使った火起こし体験もできますよ！

期　日　８月18日（月）
時　間　午前10時～11時30分
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　岩田邦夫（ＦＭららパーソナリティ）
対象者　成人男女　　定　員　30人　　　参加費　無料

③ 男性の自立料理講座～料理上手になって家族を喜ばせよう～
　全３回の講座で和食、洋食、中華に挑戦します。ポイント
を押さえておいしい料理を作りましょう。
期　日　①８月６日（水）、②20日（水）、
　　　　③９月10日(水)　【全３回】
時　間　午前10時～午後１時
場　所　総合会館
講　師　松岡かおる
対象者　どなたでも
定　員　20人
参加費　各1,500円
持ち物　エプロン、手拭きのハンカチ
※１、２回のみ参加希望の場合は相談してください。

市民講師企画講座①～⑩　　問合先　生涯学習文化室

⑤ 吹矢入門～吹矢で呼吸の力を整えよう～
　呼吸の大切さを、吹き矢を通して感じてみませんか。

期　日　８月９日（土）、23日（土）【全２回】
時　間　午後1時～３時
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　かい　　　 対象者　成人男女（初心者）
定　員　13人　　　参加費  1,000円
持ち物　飲み物、タオル

② かんたんデコパージュ
　いろいろな素材を使って作品を作る、新しいペーパークラフト
です。今回は、ナプキンペーパーでミニトートバッグを作ります。
期　日　８月６日（水）、20日（水）
　　　　【全２回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　平野昌子
対象者　成人女性
定　員　12人
参加費　2,300円
持ち物　１日目　ハサミ、カッター、ボール紙（下敷き用）　

２日目　プラスチックめん棒、平筆、水入れ

⑦ ベリーダンス～心と体に効くダンス～
期　日　８月12日（火）、26日（火）、
　　　　９月９日(火)、30日（火）
　　　　【全４回】
時　間　午後１時～２時
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　ＰＡＰＡＴＹＡ（パパティア）
対象者　老若男女
定　員　20人
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物

④ かんたんおもしろ粘土
　おしゃれな手作り雑貨（ブローチ、かご、シンプルな写真
立てに飾る花）を作ってみませんか。

期　日　８月８日（金）、22日（金）、９月５日（金）【全３回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　中田幸子
対象者　成人女性
定　員　10人
参加費　3,000円
持ち物　ラップ、タオル

⑨ ハーモニカを吹こう～はじめてのハーモニカ～
　ハーモニカを基礎から学びます。簡単な演奏ができるよ
うになりますよ。

期　日　８月27日（水）、９月10日（水）、24日（水）【全３回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　西山忠宏
対象者　成人男女
定　員　20人
参加費   500円
持ち物　ハーモニカ、筆記用具
※ハーモニカを持っていない人は相談してください。

⑩ かんたん！楽ちん♪布ナプキン
　かわいくて心地いい布ナプキンで、布ナプライフを始め
てみませんか。あなたなりに楽しむコツをお伝えします☆

期　日　９月２日（火）、29日（月）　【全２回】
時　間　午前10時30分～11時30分
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　ひねもす、おんぶと布おむつ（団体名）
対象者　女性
定　員　10人　　　参加費　300円

⑥ 夏休み！パステル和（NAGOMI）アート教室
　老若男女問いません。優しい色合いの素敵な作品を一緒
に描いてみませんか。
期　日　８月10日（日）、17日（日）
　　　　【全２回】
時　間　午前10時～正午
場　所　広見公民館ゆとりピア
講　師　尾関正裕
対象者　６歳以上
定　員　10人
参加費　2,500円（親子で参加の場合は２人で3,000円）
持ち物   筆記用具
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講 座 の 応 募 方 法

ＮＰＯ法人生涯学習かに

問合先
　NPO法人生涯学習かに
☎ 090（6590）4285

「生涯楽習相談」を開催

生涯学習作品展を開催！

生涯学習に関する情報や資料を提供し、相談に
応じます。まずは気軽にお立ち寄りください。

相談日

場所　文化創造センター・アーラ

時　間　午後１時～４時
対象者　どなたでも

体育連盟主催講座⑪～⑫　問合先　体育連盟事務局 ☎ ◯62 8600

⑪ 元気いっぱい！エアロビクス教室
　音楽に合わせ、思いっきり体を動かします。
運動不足を楽しく解消して、心身をリフレッシュしませんか。

期　間　9月４日～10月30日の毎週木曜日【全８回】
　　　　※10月16日を除く。
時　間　午前10時30分～11時30分
場　所　錬成館（谷迫間 Ｂ＆Ｇ海洋センター隣）
講　師　稲垣雅子　　
対象者　成人男女
定　員　40人　　
参加費　3,600円（保険料含む）
※託児あり。１人につき1,600円
　（８回分、要事前申込、返金不可）。
　申込時に名前、性別、年齢をお
　知らせください。

⑫ ナイター☆ソフトテニス教室
　初心者でも、基本的な打ち方からルールまで楽しく学べま
す。蒸し暑いこの季節、ナイターで涼しく運動しませんか。

期　日　８月２日～23日の毎週土曜日【全3回】
　　　　※８月16日を除く。
時　間　午後７時～９時
場　所　KYBテニスコート（坂戸）
講　師　市ソフトテニス連盟
対象者　小学４年生～成人男女　　　
定　員　24人
受講料　1,800円（保険料含む）
持ち物　テニスシューズ、
　　　　ラケット
※雨天時は中止。予備日あり。
※ラケット貸し出し希望者は、
　応募はがきに記入してください。

期　　間　９月19日（金）午後１時～21日（日）午後３時
場　　所　文化創造センター・アーラ
対 象 者　市内在住、在勤の個人または団体で、自
ら制作した作品を展示できる人

出展条件　○９月19日（金）の準備、21日（日）の片
づけに参加できること　○自己の責任において
展示ができること

展示スペース　パネル（210㎝×90㎝）５枚および

趣味や学習の成果として制作した作品（彫刻、書、陶芸、絵画など）
の出展者を募集します。

机（180㎝×45㎝）２脚を使用してできる範囲
　　※応募者多数の場合は展示スペースを減らすことがあります。

申込方法　住所、氏名、電話番号、作品の種類、展示
に必要なパネルと机の数を「生涯学習かに」へ
　644961で申し込む

出 展 費　無料
申込締切　７月31日（木）
問 合 先　ＮＰＯ法人生涯学習かにの菅原さん
　　　　　☎090（8739）2729

受講資格 市内在住または在勤（勤務先を明記）の人
申込方法 1講座につき一人1枚の往復はがきで応募
送 付 先 生涯学習文化室
申込締切 ７月19日（土）
　　　　　※当日消印有効。持参する場合は7月18日（金）午後５時15分までに生涯学習文化室に必着。
抽　　選 応募者多数の場合は、７月23日（水）午後１時に市役所４階生涯

学習文化室で公開抽選を行います。
結果通知 講座の案内や抽選結果は、返信用はがきでお知らせします。
そのほか 定員に満たない場合は講座を中止、または都合により日程な

どの一部を変更することがあります。講座の申込み状況は、随
時、市ホームページ内の「うるおいライフ」で見ることができ
ます。

講座の受講希望者は、下記の要領に従って往復は
がきでご応募ください。

問合先　生涯学習文化室

7月
8月
9月

５日（土）、20日（日）
２日（土）、17日（日）
６日（土）、21日（日）

がく

往復はがきで
　　  ご応募を！どん
 　ど

ん

市民講師の募集も行っています。 興味のある人は市ホームページをご覧いただくか、生涯学習文
化室まで問い合わせてください。
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第 33 回可児市消防操法大会が６月 15 日（日）、ふれあいパーク・
緑の丘で開催されました。各出場隊員は連日連夜の厳しい訓練の
成果を十分に発揮しました。
第３分団第４部（帷子東部）がチーム一丸となって、見事初優勝に
輝きました。

初めて優勝旗を手にした消防団員たち

　郷土歴史館の茶室「泳
くくりあん

庵」で６月４日、久々
利保育園の園児がお茶会を体験しました。
　国宝の志野茶碗「卯

うのはながき

花墻」を生んだ郷土
の文化に親しんでもらおうと同館が企画し
ました。
　園児たちは初めて入った茶室で緊張してい
ましたが、お茶会に向けて練習した正座をし
て茶碗を受け取ると、「ちょうだいします」と
お抹茶を味わい、「結構なお点前で」と、声を
そろえてお茶席のあいさつをしていました。

おいしいね　またのみたいな

768
2014年7月１日号

「広報かに」7 月１日号、１部当たりの
印刷費は約14.73 円（税込み）です。

広報かには環境にやさしい再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

市の人口　100,823人	（男／49,967人　女／50,856人）　世帯数　39,399世帯（6月１日現在）
	 （前月より39人増・37世帯増、昨年同月より54人減、445世帯増）
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初優勝


